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注
目
さ
れ
る
財
務
部
門

最
近
で
は
、
経
営
戦
略
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
役
員

会
議
に
必
ず
財
務
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
参
加
し
て

い
る
が
、
つ
い
数
年
前
ま
で
は
こ
の
よ
う
な
状
況
は
想

像
す
ら
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
財
務
部

門
が
脇
役
か
ら
舞
台
中
央
に
踊
り
出
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
今
で
は
、
喜
ば
し
い
こ
と
に
こ
う
し
た
状
況
は

当
た
り
前
の
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
財
務
部
門
の
位
置
付
け
が
変
化
し
て

き
た
要
因
に
は
、
社
内
的
な
も
の
と
社
外
的
な
も
の
と

そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
側
面
が
あ
る
だ
ろ
う
。
社
内
的
に
は
、

企
業
経
営
者
や
財
務
の
ス
タ
ッ
フ
が
財
務
機
能
と
い
う

も
の
を
企
業
収
益
の
中
心
に
位
置
付
け
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
こ
と
、
ま
た
社
外
的
に
は
、
株
式
市
場
の
変

貌
、
不
安
定
な
経
済
、
国
際
秩
序
の
混
乱
と
い
っ
た
企

業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
が
要
因
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
浸
透
に
よ
る
ビ
ジ

ネ
ス
の
広
が
り
や
、
財
務
手
法
の
多
様
化
を
通
じ
て
、

財
務
は
株
主
価
値
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
財
務
部
門
で
働
く
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
世
界
中
の
企
業

に
と
っ
て
の
グ
ッ
ド
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。
財
務
と
い
う
も
の

が
ど
れ
ほ
ど
事
業
活
動
を
推
進
し
、
経
済
的
な
価
値

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
対
す
る

認
識
が
深
ま
れ
ば
深
ま
る
ほ
ど
、
企
業
収
益
を
強
化

す
る
た
め
に
は
優
れ
た
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
理
解
が
深
ま
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

財
務
主
導
で
数
百
万
ド
ル
の
利
益

私
が
働
い
て
い
る
ホ
ー
ム
・
デ
ポ
社（
訳
注：

米
国
の
大

手
住
宅
関
連
用
品
販
売
会
社
）の
場
合
を
例
に
あ
げ
る

と
、
財
務
部
門
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
二
〇
〇
一
年
度

は
同
社
に
数
百
万
ド
ル
の
増
益
を
も
た
ら
し
た
。
ど

う
や
っ
て
実
現
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、
財
務
部
門
が
次
の

よ
う
に
事
業
部
門
と
の
協
力
関
係
を
結
ん
で
い
く
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

事
業
部
門
と
の
良
好
な
関
係
を
構
築
す
る
た
め
に

大
切
な
こ
と
は
、
第
一
に
彼
ら
の
事
業
ニ
ー
ズ
を
理
解

す
る
べ
く
、「
彼
ら
の
思
考
回
路
に
入
り
込
む
」こ
と
、

第
二
に
財
務
以
外
の
部
門
と
の
相
互
機
能
的
な
チ
ー

ム
を
組
織
す
る
こ
と
、
第
三
に
現
状
を
認
識
し
、
問
題

発
見
と
解
決
の
た
め
に
根
本
か
ら
原
因
の
究
明
を
行

う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
は
、
企
業
価
値
を
創

造
す
る
手
法
に
他
な
ら
な
い
。
当
社
で
は
、
私
た
ち
財

務
部
門
の
ス
タ
ッ
フ
が「p

eop
le

（
人
）、profit

（
利
益
）、

p
artn

er

（
パ
ー
ト
ナ
ー
）」
と
い
う
三
つ
の
P
に
貢
献
す

る
こ
と
が
で
き
る
一
貫
性
の
あ
る
枠
組
み
が
構
築
さ
れ

て
お
り
、
三
つ
の
P
に
関
す
る
特
定
の
目
標
達
成
に
つ
い

て
財
務
部
門
は
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
こ
と
財
務
に
関

す
る
限
り
、
組
織
全
体
に
わ
た
っ
て
財
務
部
門
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
が
十
分
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
私
た
ち

財
務
部
門
は
企
業
価
値
創
造
に
向
け
て
尽
力
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て
さ
ら
に
付

け
加
え
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
は
ま
た
株
主
で
も
あ
る
か

ら
で
あ
る
。

財
務
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し

て
ビ
ジ
ネ
ス
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
理

解
で
き
な
い
と
い
う
人
は
、
ま
ず
あ
な
た
の
会
社
の
損

益
計
算
書
を
よ
く
眺
め
て
み
る
こ
と
だ
。
す
べ
て
の
項

目
に
増
益
機
会
が
隠
れ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
・
デ
ポ
社
の
場

合
で
は
、
輸
入
商
社
と
協
力
し
な
が
ら
、
輸
入
品
の
コ

ス
ト
を
削
減
し
、
ま
た
利
幅
と
収
益
の
予
想
精
度
を

改
善
さ
せ
た
。
現
在
で
は
、
輸
入
商
社
と
共
同
で
、
支

払
期
間
や
支
払
方
法
の
改
善
な
ら
び
に
在
庫
期
間
の

見
直
し
に
よ
っ
て
、
資
金
化
サ
イ
ク
ル
の
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
、
数
十
億
ド
ル
の
資
金
が
、
当

社
の
成
長
戦
略
の
一
環
で
あ
る
投
資
効
率
の
良
い
事
業

に
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

私
た
ち
は
、
導
入
し
た
株
式
報
奨
制
度
の
た
め
に
発
行

さ
れ
た
株
式
の
希
薄
化
効
果
を
最
小
限
に
抑
え
る
べ

く
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
手
法
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

特
集

AFP Exchange
広がる企業財務の役割

コストセンターから
バリュー・ドライバーへ

レベッカI．フリック
AFP（財務プロフェッショナル協会）会長
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AFP会長から届いたレター

AFP協会の会長として、
短期間で素晴らしい功績を成し遂げた皆様の多大なる努力を称えたいと思います。
CFOフォーラムも、多くの人々が参加するプログラムへと順調に発展していますね。
米国の協会のメンバーを代表し、日本における会員の拡大、
そして将来の発展をお祈りしています。
きっとすばらしい成功を収めることでしょう!

グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
時
代

ビ
ジ
ネ
ス
の
実
務
に
も
入
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

財
務
担
当
者
は
単
な
る
事
務
屋
で
は
な
く
財
務
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
な
り
、
会
社
内
の
地
位
や
個
人
の

キ
ャ
リ
ア
・
ア
ッ
プ
が
可
能
な
恵
ま
れ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

つ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
A
F
P
の
前
会
長
で
あ

る
G．
M．
ス
テ
ッ
タ
ー
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
我
々
は
、い
う
ま
で
も
な
く
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

時
代
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
財
務
担
当
者
は
、い

か
に
し
て
そ
の
職
務
を
果
た
せ
ば
良
い
の
か
、
グ
ロ
ー
バ

ル
に
変
化
す
る
経
営
環
境
の
も
と
で
、
非
常
に
大
き
な

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
」
と
。
財
務
担
当
者

の
職
務
の
基
本
は
、
企
業
の
流
動
資
産
を
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
不
足
し
て
い
る
資
産
を

余
剰
資
産
へ
と
転
換
さ
せ
て
い
く
「
国
際
的
代
替
可
能

性
」が
究
極
の
目
標
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

技
術
革
新
の
結
果
、
あ
ら
ゆ
る
財
務
取
引
が
世
界
的

な
規
模
で
瞬
時
に
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
、
私

た
ち
は
財
務
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
保
有
資
産

の
価
値
を
高
め
、
企
業
価
値
の
最
大
化
を
実
現
す
る

た
め
に
、
市
場
動
向
、
為
替
レ
ー
ト
、
政
治
情
勢
な
ど

を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
常
に
把
握
し
て
い
る
必
要

が
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

財
務
部
門
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
た
ち
が
、
効
果
的

な
競
争
を
し
て
い
く
た
め
の
情
報
源
と
し
て
今
以
上
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
注
目
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
が

な
い
で
あ
ろ
う
。
過
去
数
年
に
わ
た
っ
て
、
私
た
ち
は
財

務
部
門
の
方
々
が
取
引
の
実
行
や
、
市
場
情
報
の
入
手

を
目
的
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
状

況
を
注
意
深
く
観
察
し
て
き
た
。
J
P
モ
ル
ガ
ン
・
ト
レ

ジ
ャ
リ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
社（
チ
ェ
ー
ス
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
銀
行

の
関
連
会
社
）と
共
同
で
行
っ
た
最
近
の
A
F
P
の
調
査

に
よ
る
と
、
過
去
一
二
ヵ
月
に
お
い
て
e
コ
マ
ー
ス
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
財
務
部
門
に
対
し
て
重
要
な
影
響
を

与
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
人
は
、
回
答
者
の
三
分
の

一
近
く
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
財

務
部
門
に
与
え
た
最
大
の
影
響
は
、「
社
内
的
な
効
率

性
の
向
上
」で
あ
る
と
七
六
％
の
人
が
認
め
て
い
る
ほ

か
、
少
な
く
と
も
当
面
は
、
財
務
部
門
が
e
コ
マ
ー
ス

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
主
た
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

役
と
な
る
傾
向
が
見
て
と
れ
る
。
e
コ
マ
ー
ス
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
で
あ
ろ

う
か
ら
、
こ
の
傾
向
は
今
後
の
数
年
間
で
よ
り
一
層
進

ん
で
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、

二
〇
〇
一
年
に
は
多
く
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
企
業

の
経
営
状
態
が
悪
化
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
対
す
る
自
社
の
取
り
組
み
が
後
退
し
た
と

感
じ
て
い
る
人
は
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
八

〇
％
の
回
答
者
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、い
ず
れ
借
入

や
外
為
取
引
の
実
務
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
で
あ

ろ
う
と
信
じ
て
い
る
。
一
部
の
回
答
者
で
は
あ
る
が
、

資
本
市
場
、
保
険
、
店
頭
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
な
ら
び
に
ヘ
ッ

ジ
機
能
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
今
後
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
く
と
予
想
し
た
人
も
い
る
。

広
が
る
財
務
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
の
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
結
論
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
関
連
の
機
能
に
つ
い
て
は
ま
だ
知
識
の
空
白
が
大
き

い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
そ
の
空
白
を
埋
め
て
い
く
の
は

財
務
部
門
の
人
た
ち
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
財
務

部
門
は
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
影
響
を
受
け
て
い

く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
財
務
部

門
は
、
こ
う
し
た
な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
経
営
の
要

請
に
応
え
て
い
く
た
め
に
も
、
即
座
に
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
最
先
端
の
情
報
源
を
持
つ
必
要
が
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
、
A
F
P
の
会
員
で
あ
る
こ
と
の
価
値
を
著

し
く
高
め
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
共
有
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
情
報
源
を
利
用
す
る
こ
と
、
そ
し
て
古
き
良
き

タ
イ
プ
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
と
い
っ
た
A

F
P
会
員
と
し
て
の
特
権
に
支
え
ら
れ
、
私
た
ち
は
自

分
た
ち
が
進
む
べ
き
方
向
へ
歩
み
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
到
達
点
は
、
間
違
い
な
く
企
業
の
最
高
権
力

の
ポ
ス
ト
に
近
い
で
あ
ろ
う
し
、
企
業
の
運
営
に
関
し

よ
り
大
き
な
影
響
力
を
有
す
る
ポ
ス
ト
な
の
で
あ
る
。

編者注："The Internet's Impact on Tresury Survey"の全文はAFPのホームページから入手可能
（www.AFPonline.orgのE-Library参照）
This article originally appeared in the November/December 2001 issue of the AFP Exchange. 
Reprinted with permission from the Association for Financial Professionals (AFP). Copyright  c 2002 by AFP. All rights  reserved.
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Association for
Financial
Professionals

米国メリーランド州のベセスダに本拠地

を 構 え る AFP(Associat ion for

Financial Professionals、財務プロフェ

ッショナル協会)は、米国で唯一かつ最大の

財務教育機関です。1979年設立と歴史は

比較的新しいですが、全米で64の支部を有

し約15,000人の企業財務のプロフェッシ

ョナル達を会員として擁している非営利団

体です。ボードメンバーは米国の大手企業

のCFOやトレジャラー達で構成され、優秀

な常駐専門スタッフによる会員支援サービ

スは、他の団体に比類ないクオリティーとし

て高い評価を受けています。AFPの活動は

企業財務の資格認定にとどまらず、資格会

員の継続教育、会員である財務プロフェッシ

ョナルに対するキャリア開発支援、トレジャ

リーマネジメント・キャッシュマネジメントに

関する最新の情報提供および企業財務に関

する専門書籍の発行と多岐にわたっており、

「知識をパフォーマンスに生かす」をスロー

ガンに、米国企業の財務プロフェッショナル

をあらゆる側面から支援しています。

AFPの活動の大きな柱のひとつに企業財

務資格CCMの認定があります。CCMは財

務マネジメントにおける専門性の証明として

評価されている米国の有力資格です。米国

企業のトレジャラーやキャッシュマネージャ

ー達が名刺に「CCM」と記載しているのをよ

く見かけますが、CCM資格の認定を受ける

ことは財務プロフェッショナルの証として米

国では広く認知されており、米国企業のトレ

ジャリー部門でそのキャリアを高めていこう

と志す人には必須となっています。

なお、財務部門は米国企業において中枢

部門としての地位を確立しており、AFPが毎

年実施している給与サーベイによれば財務

プロフェッショナルであるトレジャラー（財務

マネージャー）の給与はコントローラー（経

理マネージャー）よりかなりの高水準となっ

ています。この結果は企業価値向上を担う

財務プロフェッショナルが米国企業のなかで

いかにキャリアとしての優位性を保っている

かということを雄弁に物語っています。

AFPの年間最大のイベントは、会員をは

じめとする全米の財務プロフェッショナル

が一堂に会する年次カンファレンスです。

このカンファレンスは昨年で22回目を数

える伝統ある大会で、毎年全米各地よりお

よそ1万人が参加する巨大なイベントとな

っています。金融機関、システムベンダー、

格付機関、出版社、コンサルティングファー

ムなど企業財務に関係する約300の団体

が展示を行い、これら協賛会社が提供する

150以上のセッション・特別セミナーが行

われています。セッションのテーマは多岐

にわたり会員達のキャリア・アップに役立

つ専門性の高いものとなっています。カン

ファレンス初日に行われるオープニング・

ゼネラル・セッションにおいては、毎年米

国政財界の大物が招かれ講演するのが恒

例となっています。ニューオリンズで開催

される2002年のAFPカンファレンスでは

元FRB議長のポール・ボルカー氏が講演す

る予定であり、昨年は元国務長官のマデラ

イン・オルブライト氏が講演し、聴衆の注

目を集めていました。

★財務の資格 CCM（Certified Cash Manager）

★財務プロフェッショナルの祭典「年次カンファレンス」

★全米で唯一かつ最大の企業財務教育機関

CCM資格の�
概要�

リレーションシップ・�
マネジメント�

Bank Relationship Management

財務リスクマネジメント�
Risk Management and Control

IT（情報技術）マネジメント�
Information Management

資金調達�
Borrowing

資金運用�
Investments

グローバルバンキング／�
決済システム�

Global Banking and Payment Systems

支払（資金決済）�
Disbursements

キャッシュフローの�
マネジメント�

Collections and Concentration

運転資金とキャッシュフロー�
Working

Capital Management

AFP
日本CFO協会が提携しているAFPとはいったいどのような団体なのでしょうか。
AFPの概要と活動をご紹介します。


